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＜連絡事項＞
・2020年度医療福祉学会抄録の提出をお願いします。詳細については添付の作成要項を確認ください。提出後の差し替えは一切受け付けないので、各管理者へ確認してからの提出をお願いします。提出期限：2020年9月15日（火）17：00までです。
＜患者様連絡事項＞
・杉若　シズヱ様～食事再開の指示あり。明日よりブリックゼリー1/3ずつ開始となる。摂取状況良ければ、食事アップ検討していくと栄養科より。

・橘　フサ様～明日採血の指示あり。採血データ見て薬剤調整していくとの事。
・上田　恭子様～8/22（土）14：00～、面談予定となっている。
＜入院・転入室・部屋移動＞
・小田　沙也加様～東A入院。

・成田　富士子様～北308号室→東B1号室
・下川戸　長司様～東D17号室→西A50室
・和田　ノブ様～東A16号室→東合併
・村田　昌弘様～東C6号室→東C4号室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施している。
開放観察中は他室侵入し他者の私物を弄る事があり、都度対応しているが繰り返す為早めに開放観察を終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。指示にて10～11時、14～15時の拘束解除行っている。関節の拘縮あり、他動で痛みを訴えている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・鹿原　良三様～体幹のみ身体拘束中。本日日勤帯ではケア介入に大声や強い抵抗などは目立たなかった。拘束部位の循環障害なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・両上肢拘束中。朝食、昼食共に拒食。服薬はコンサータ、アスパラCA以外を内服している。寝て過ごしており、声掛けに対しては起きているが、眠気が強い様子ありすぐ寝ている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・飯岡　未来様～特定の男性患者とはトラブル等はなく過ごしている。食事は朝、昼食ともに1/2摂取。入院してきた患者の手を取って声を掛けている。
・和田　昌様～高圧的な口調あり。女性患者部屋へ入ろうとしている事がある為、介入している。介入時大声を出している。
・木村　格治様～時折大声を出す事はあるが長続きはしない。腹部症状訴え無く、臥床して過ごしている。
・奥瀬　啓道様～朝食は1/2、昼食は2/3介助にて摂取している。覚醒状態良好でなく、声掛け刺激している。
・小田　沙也加様～入院時は大声で入院に対し拒否、抵抗あり、スタッフ4名の対応で外来から誘導している。Aユニットに到着後もしばらく大声あるが、主治医指示のジアゼパム(10)2ml 1V筋注実施後は穏やかとなっている。他者とのトラブル等なし。
・成田 富士子様～10：30療養環境変更目的にて北病棟308号室から東病棟Ｂユニット1号室へ転入となる。不穏さはなく他者交流あり。スタッフ対応
穏やかで礼節も保たれている。

・杉若　シズヱ様～バイタル異常、酸素飽和度の低下はない。自己排痰なく毛布を被り休まれている。
・下野　和生様～バイタル異常、酸素飽和度の低下はない。痰鳴著明にて吸引実施し、白色痰引けている。声掛けに発語はあるが、内容はまとまりがない。
・佐藤　セツ様～バイタル異常、酸素飽和度の低下はない。独語は目立たないが、自床上で上半身を起こす等の体動活発で声掛け要している。対応穏やか。
・上田　恭子様～各食介助にて2/3摂取。むせ込み、吐き出し行為はない。指示の点滴施行しトラブルなく終了する。
＜馬渡Dr.診察情報＞
・笹川　清様～明日より点滴(1000ml)と経管栄養(1-0-1 白湯フラッシュ-200-フラッシュ)を併用していく。臨時薬は同内容で処方となる。Ba交換時の指示もあり。
・宮崎　宏之様～終日隔離継続の指示。臨時薬は同内容で処方となる。
・佐々木　理佳様～気分の高揚さあり、バルプロ酸800→1000㎎へ増薬となる。他同内容で処方となる。
・山田　みつゑ様～臨時薬は同内容で処方となる。
・八木田　勝則様～臨時薬は同内容で処方となる。
・鈴木　徳美様～処方変更なし。定期薬継続。離床させていくよう指示あり。
・下野　和生様～明日採血の指示あり。採血データを見て、木曜日に点滴内容検討していくとの事。点滴は同内容で20日まで処方あり。
・木村　美智子様～定期処方変更なし。

・水梨　孝純様～定期薬処方変更なし。継続。

・工藤　禮子様～食事ある程度摂取できているため、点滴2→1本へ変更となる。臨時薬は同内容で処方となる。
・木村　高広様～本人より退院についての話があり。主治医からは家族と相談するよう説明を受ける。母様は主治医と面談の希望あり。8/25(火)15：30で設定。本人も了承している。
＜新入院患者様情報＞

氏　　名：小田　沙也加（おだ　さやか）様
生年月日：昭和63年3月12日　33歳

病　　名：不安神経症
性　　別：女性

主 治 医：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Aユニット

(経過）

当院9回の入院歴がある。
H31.2.28当院退院後は、デイケア：生活介護「虹」利用していたが、1～2ヶ月に1回は救急車を要請し、外来受診していた。
R2.8.13救急車にて受診後は嘔気や頭痛軽減し、食事摂取出来ていた。夜間の睡眠は3・4時間程度で覚醒すると再入眠できずに経過。幻聴・幻視は同様にあり、支離滅裂な言動や感情失禁が見られている。以前より月経痛で頭痛や吐き気等が悪化する事がみられていた。月経前には苛々する事が目立つのは同様で、今回も滅裂言動、不眠、多弁さは見られ、母様は仕事との両立で疲弊している状態であった。R2.8.18外来受診時、多弁的に訴えたり、滅裂言動聞かれ、薬剤・環境調整目的にて、東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
